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問題

x

y

zU=1.0[m/s]

0.2[m]
Re=10^5　（ν=1.0^-6[m^2/s]）

標準k-εモデルで，普遍速度分布を再現．

※十分時間後のpimpleFoamと，simpleFoam．

以前：boundaryFoam

そもそも，
νを動かして値をプロットし，色々
疑問に感じることがある・・・
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設定

Symmetry

0.1[m]

0.3[m]

0.4[m]
free

cyclic

・Ubar (1.0, 0, 0)

・格子点数　x y z=14 15 20✕ ✕ ✕ ✕

x

y

z

○pimpleFoam ○simpleFoam

収束させるため
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結果
○pimpleFoam ○simpleFoam

yPlusRas : 48.8 yPlusRas : 54.1

 WallShaerStress : 1.72 10^-3✕  WallShaerStress : 2.21 10^-3✕

Uc : 1.09[m/s] Uc : 1.01[m/s]

伝熱工学（裳華房，相原）
P７６−７８

解析結果

境界層厚さδ=6.1±0.3 10^-2✕

一般則 y,x

1/7乗則

ブラジウスの実験公式

壁摩擦応力 （1.74×10^-3）×ρ

うまく計算
できない！

第一格子

境界層
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以上，ありがとうございます。



  

風上



  

時間があれば

LES

・格子点数　x y z=96 130 300✕ ✕ ✕ ✕

y+=1ぐらいで，Δx，Δzをそれに合わ
せて小さくする．

・こんなもんなのか？
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